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〈特定行為看護師としての実践〉
　2018年に特定行為研修(6区分・15行為)を終了後、
救命救急センターを中心に、医師と連携しながら患者
さんの早期回復に向けて特定行為をいかした看護実践
を行っています。救命救急センターでは、人工呼吸器が
必要になる患者さんが多く、病状に応じて人工呼吸器
の設定を調整し、全身状態が少しでも早く安定するよ
うに介入しています。
　現在、特定行為実践を開始して4年目になり、できる
ことも増えてきましたが、集中ケア認定看護師・特定
行為看護師としてさらに専門的知識・技術を高め、ス
タッフと共に患者さんが少しでも早く元の生活に復帰
できるように支援していきたいと考えています。高齢
化の進む浜田圏域においても、2025年を見据えて、住
み慣れた地域でその人らしい暮らしを支える『在宅医
療』の必要性が高まっています。在宅医療を支える存
在の一人としてもさらに研鑽し役割を発揮したいと
思っています。

〈医療チームでの活動について〉
　現在、院内急変対策チーム（RRT）・呼吸サポートチー
ム（RST）の一員として毎週部署をラウンドし、横断的
に活動しています。ベッドサイドで患者さんの全身状
態を観察しながら、異常の発見に努め、少しでも呼吸状
態が楽に保てるように、また人工呼吸器から早く離脱
できるように医療チームで介入しています。
　病状が悪化する前には呼吸や意識の変容が起こりや
すいため、注意深い観察が必要です。患者さんのサイ
ンを確認し、予測する力を高めることが重要です。その
ために今年度は特に、病棟看護師と共にケースカン
ファレンスを積極的に行い、気になったことや急変の
前兆がなかったか等、振り返り学習に力を入れていま
す。コロナ禍ですが院内で学びあえる環境を整え、ス
タッフと顔の見える関係性を大切にしながら、看護
チームの知識やスキルを強化できるように頑張ってい
きたいと思います。
　また先日、地域医療従事者を対象に「状態変化に気
づく大切さ」という内容で研修を行いました。近隣の施
設より多くの医療従事者の方に参加いただきありがと
うございました。今後も地域の皆様が必要とする研修
会の開催を考えています。研修会の希望があれば病院
にご連絡ください。
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～患者さんの状態変化を捉え、
　　医師と連携しながら
　　  　　タイムリーに介入～

がん相談
支援センター

「がん相談支援センターってどんな相談ができるの・・？？」

例えば・・・
● がんの告知を受けた。頭が真っ白、この先どうしたら良いのか分からない。
● がん治療が開始になるから仕事に影響がある。どうしたら良いだろうか。
● 医療費がどれぐらいかかるのだろうか。
● 抗がん剤治療で脱毛すると言われた。どんなウイッグがあるのだろうか。
● 病気のことが分かる情報がほしい。　● 緩和ケアについて教えてほしい。
● がん体験者の人と話がしたい。　　  ● 家で安心して療養するためにはどうしたら良いだろうか。
● コロナでいろんなことが自粛になり、人と会うことが減った。不安な気持ちを聞いてほしい。

看護師　松岡 悠
まつおか はるか

　４月より、がん相談支援センター担当となりました
松岡悠です。どうぞよろしくお願い致します。
　がん相談支援センターでは、当院通院中の方はもち
ろん、当院に通院されていない方でもご利用になれま
す。療養に関わる不安や悩みについて、また、日常生活
においての疑問点など一緒に考え、よい解決策が見つ
かるようにサポートいたします。相談内容に応じて、医
師や看護師、薬剤師、栄養士、リハビリなどの様々な
職種と連携し、医療チームで支援させていただきます。

がんのこと、治療のこと、今後の療養生活のことなどをご本人、ご家族の方などから
さまざまな相談をお聞きしています。

などの相談が寄せられます。新型コロナウイルス感染症による影響で外出や
人と話をすることが減り、不安な日々をお過ごしの方も多いと思います。
一人で抱え込まず、お気軽にご相談ください。

【場　　所】 ２階ラウンジ横　がん相談支援センター
【相談時間】 平日（月～金）／9：00～17：00
【相談方法】 面談または電話（予約・受付不要、相談無料）
【電　　話】 0855-28-7096
相談内容がご相談者の同意なしに他者へ知られることはありません。

インターネットコーナーがあり、がんに関する
情報の検索ができます。印刷も無料で行えます。
パソコン操作が分からない場合は、相談員が
一緒に調べることも可能です。 がんに関する書籍があり、貸出しも可能です。
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